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１０月から
物価値上げ+負担増

 物価値上げ
 10月に値上げを予定している商品が最大の6305品目

 ８月値上げ品目の2・5倍

 今年すでに値上げ・今後値上げが予定されている品目は

各社の累計で1万8532品目

 社会保障制度の改悪による負担増
 ７５歳以上の医療費１割→２割 全国３７０万人 金沢市 １３９００人

 児童手当の特例給付（５０００円/月）廃止 全国６１万人 金沢市 ２９００人

 大中規模病院での紹介状なし患者の追加負担金アップ 初診時 ５千円以上→７千円以上

厚生労働省資料より



住民税非課税世帯や生活保護世帯に
５万円給付されます。

住民税非課税世帯等 緊急支援給付金

 住民税均等割の非課税世帯、家計が急変（減少）した世帯

 対象 全国 約１６００万世帯 金沢市 約５３４００世帯

 給付額 １世帯当たり ５万円

 支給予定 令和４年１１月から順次開始



コロナ感染者の保健所での全数把握見直
しについて

 ９/２６から、保健所での全数把握はしなくなった

 現在公表されているのは、重症リスクのある４分類の方と、ご自身で

「陽性者登録」をした方

 医療機関のハーシスへの入力負担が減るとは言うが、経過観察も限定的に

なり、感染の全体状況がつかめなくなる

 抗原検査などで陽性となっても、登録もしていない方、ひどくても支援が

受けられていない方もいるかもしれない

 保健所を経由せず、突然病院へご相談に来られる陽性者もいらっしゃるかも

しれない

 全感染者へのフォローアップが課題

 ちなみに、９/２６から入院以外の方に民間の保険適応もなくなった



金沢市と統一教会

 村山市長との関係はなさそう

 山野前市長は、ピースロードの表敬訪問受け入れ ＆「世界日報」インタビュー

 公園等里親事業で、金沢家庭教会と協定 地域住民から見直しの声あがる

 関係団体が雪かきボランティア登録＆小学校へのボランティア

 ９月議会で、わが党から「関係をもたないよう」求める

 村山市長

 個人的には、統一協会が好ましいかというと好ましいと思っていない。

 市としては、現在報道等で社会的に問題が指摘されている団体だと認識している。

 国の動向を踏まえながら対応してまいりたい。→はっきりせず。



金沢市議会と統一協会

 現在副議長の坂本やすひろ議員が、「世界日報」で称賛されている。

 「ピースロード」に、自民党の石川県議・金沢市議が複数関わっている。

わが党が高岩議長に「金沢市議会議員の自己調査と
公表」を求めるも、「時期尚早」として、やらない。

 一方富山市議会は「旧統一教会と関係断ち切る」決議

 今後は会派ごとに（1）旧統一教会や関係団体との関係の有無（2）関係
があった場合はその内容（3）政務調査活動や政策立案の判断に影響が
及んでいないかの調査をし、議会として公表する。

 金沢市議会でも引き続き求めていく。



金沢市と国葬

村山市長が、石川県市長会の会長として出席した。
☚出席しないよう求めたが。

費用は金沢市から支出→東京往復代金、香典はなし

庁舎内での黙とう呼びかけを当初予定していたが、
やめることに。

庁舎関係施設で、日の丸の半旗は行われた。

市立小中高は、半旗も黙とうも行わなかった。



地域公共交通について

 現在の計画は「第２次金沢交通戦略」⇒来年度からの「第
３次金沢交通戦略」を作っている。

 金沢港から有松までの「新しい交通システム」は、
LRT/BRTの議論の前に「バスの利便性向上」からというこ
とに。

 まちなかや観光の議論が中心となっているが、居住・郊外
地域での公共交通を求めよう

 ふらっとバスのようなコミュニティ交通の必要性

 １２月から意見交換会やパブリックコメントもあるのでぜ
ひご参加を！



加齢性難聴と補聴器購入補助について、

みなさんのお声をもとに

９月議会でとりあげました。

まずは調査の過程で、貴重な資料が！



加齢性難聴について

金沢市の取り組みが

紹介された研究を発見！



研究では①：聴力検診について

金沢市は、高齢者（65-74歳）の聴力検診を

行っている珍しい自治体である（0.4％）

しかし受診率は３％前後と低い

⇒ 議会で受診率向上を求めたが、市民も積極的に

受けて、難聴の実態をあきらかにすることも必要では？



研究では②：受診後の補聴器装用について

聴力検診のあとも医師がフォローをしているのだが

補聴器の装用が進まない

年度
聴力検診で補聴器の装用

が必要とされた方

そのうち補聴器を

装用した方
割合

２０１９年度 ６５名 ７名 10.8%

２０２１年度 ９０名 １１名 12.2%



研究では③：本市が考える今後の課題について

補聴器をつければ生活の質

があがるのは確実だが

補聴器購入までのハードル

がかなり高い

理由としては、

購入価格の問題もある



補足

 70デシベル以上の高度難聴者は障がい者として補助

があるが、40以下・40～70デシベルの軽度・中度難聴者

に対する補助はない

金沢市では２０１３年度から、１８歳未満に対する補聴器の

購入・修繕にかかわる補助制度がはじまっている

今年7月末時点で、105の自治体が加齢性難聴に対し、

独自の公費補助制度を実施している。



以上を根拠に、金沢市での加齢性難聴に対する
公費補助制度の創設を求めました！



加齢性難聴に対する公費補助制度

９月議会質疑概要

 広田「成人や、高齢者についても、命や生活をまもり介護や認知
症予防のためにも、助成制度が必要。本市独自で加齢性難聴に対
する補聴器購入の公費補助制度を創設すべきではないか？」

 村山市長「・・拡充することは考えてない。なお現在、高度難聴
者を対象としている補装具費の給付について、軽度・中等度の難
聴者にも対応するように全国市長会を通じて国に対して要望を
行っているところだ。」

⇒ つまり、購入補助の必要性は認めている



そこで、食い下がって再質問！



加齢性難聴に対する公費補助制度

９月議会質疑概要

 広田（再質問）「直近の聴力検診で、補聴器が必要な方の12.2％しかつけて
いない。不自由な生活を強いられ、災害時の逃げ遅れとかも本当に心配。市
長は、ランチタイムコンサートを定例化するが、その市長のハーモニーが聞
こえない。ぜひ、ご検討をお願いしたい」

 村山市長「生活の質の確保あるいは認知症への影響なども考慮していくと、
何とか考えなければならない。様々な方の生活の質を向上していくのは、私

の責務のひとつなので、それに向けてどのようなことができるか研究
していくべき課題だ。」

⇒ 研究する！



研 究 す る！！



９月議会賛否一覧


